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目指す学校像

目指す生徒像

目指す教師像

生徒 保護者

「基礎学力が身につくよう教えている」
が90％以上 Ａ

「生徒の『もっと知りたい』に応えている」が
90％以上 Ｂ

朝学習の充実
「よむYOMUワークシート」、検定に向けての学
習、ドリルパークの活用等、教科毎の特色を活か
した朝学習に全校で取り組む。

家庭学習への意欲向上
生徒・保護者評価９０％ Ａ Ｃ Ｂ

家庭学習ノートを提出しなくてよいことに一部保護者から改善要望がある。
生徒の家庭学習への取組状況も改善が見られない。

根気よく家庭学習ノートを提出させ一方で、必
要性や別の方法を考案する。

チャレンジウエンズデーの
活用

チャレンジウエンズデーはマンダラシートを活用
し、生徒自身で改善できるよう指導する。

チャレンジウエンズデーが、自分の目標達
成のための取組ができている
生徒、保護者が80％

Ｃ Ｃ Ｃ
目標が明確ではなかったり、学習や運動とは異なる取り組みに対して具体的に定期的に何
かに取り組むことが難しい。また、学習習慣など、何かに取り組む生活習慣を身に付いてい
ない生徒に具体的に取り組める指導をする必要がある。

学習や運動など、スモールステップで具体的、
明確に取り組めるものを提示し、チェック表など
で確認する。

学校行事を通して、全生徒に主体的に活動させ
る機会を多く作る。

学校行事に主体的な取り組みをした
生徒、保護者評価90％ Ａ Ｂ Ｂ

運動会や各学年の行事等で多くの生徒に役割分担を行ったが、教員が介入する場が多く
あった。
準備から当日の運営や振り返りなど生徒が主体的に活動できる場を設ける必要。

年間行事を通して多くの生徒が準備や運営に
関わる機会を作る。

縦割り活動を通して、生徒間の対話力や上級生
のファシリテーター力を育成する。

上級生としての自覚
３年生、保護者評価80％ Ａ Ｂ Ｂ 縦割り活動の機会を増やしている。

後期も継続して行い、最上級生といての意識を
育てる。

生徒会自治活動を通して、学校生活と自己肯定
感の向上を図る。

学校生活の向上への貢献
生徒評価80％ Ａ Ｃ

中央委員会を開催しているが、各委員会の活動報告が主となってしまう。
学校全体の問題点や改善点を議論することが課題。

中央委員会の意義や活動内容を再度見直し、
学校生活向上に向けた議論を行う。

探究学習の充実
ＳＤＧｓ達成に向けて教科等横断的に探究学習
に取り組む。

各学年の「南中探究タイム」の目標の達成
が生徒評価80％ Ａ Ｃ

SDGｓ勉強会や各行事でSDGｓの位置づけを行ってる。
総合的な学習の時間が「南中探究タイム」が認識できていない。

「南中探究タイム」と明記し、毎週探究の時間が
あることを生徒に認識させる。

道徳や特別活動において言語環境を高め多様
性を認める授業を行う。 Ａ

障害スポーツに取り組むアスリートの生き様に触
れさせ、共生社会を理解させる。 Ｂ

「考え対話する道徳」を通して、自己・他者、自
然・社会との関わりについて深く考えさせる。

自分について、他人とのかかわり、社会と
のかかわり、自然や生命との関わりについ
て考える　生徒評価90％

Ａ Ｂ
話し合い活動、学習の振り返りを授業内で行っている。授業内容が自己・他者、自然・社会
との関わりについてどのカテゴリーに入るのか認識できていないので、明確に生徒に示す
必要がある。

道徳授業において、深く考えることの意義を理
解させ、ねらいを明確にして授業に参加出来る
ようにする。

いじめ防止
自分ログ、生徒観察、質問紙調査や教育相談を
通して生徒に寄り添い、いじめの早期発見・解消
に取り組む。

学校は、いじめに対して早期発見・解消に
努めている
生徒・保護者評価90％以上

Ａ Ｂ Ｂ
各担任が細かく生徒とコミュニケーションをとり、信頼関係を築いている。生徒情報を学年や
学校全体で速やかに共有し、全教員で生徒を支える体制作りを行う必要がある。

対応シートの活用を進め、生徒情報を随時更
新し、全教員が共有できる状態にする。

ＳＣやＳＳＷを活用し不登校生徒への個別支援
を行う。 Ａ

毎週の特別支援委員会で情報共有を行い、適切と思われる生徒をSCやSSWに速やかに
繋げている。繋がれたことで、面談のために登校のきっかけになっている。

登校しぶりの傾向にある生徒もSC面談い繋げ
られるようにし、不登校になる対策をする。

不登校生徒への学ぶ機会を提供し学習評価を
積極的に行う。 Ａ

バーチャル・ラーニング・プラットフォームなど新しい形態で学校教育への参加が可能に
なった。参加はできても継続が課題である。

引き続き、個に応じた対応に力を入れる。

C組、つばさ教室、及び校内委員会を連携させ、
生徒相互の成長を図る。 Ａ

引き続き、校内での共通理解を深めながら進め
ていく。

学校公開を活用し、正しい理解と協力を受けら
れる体制（広報活動含め）を整える。 Ａ

校内委員会での共通認識を全ての教員と共有
し、引き続き教育活動に活かしていく。

「生活習慣やネットリテラ
シー」を向上させる。

「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時間、身だしなみ、言葉
遣い、集中力）」の指導を徹底する。

「あ・じ・み・こ・し」の実践　生徒、保護者評
価90％以上 Ａ Ｂ Ｂ 生徒の評価ほどできていない訳ではないが、生活のベースとなっていない生徒がいる。

中央委員会で話題として、生徒自治力に任せ
てみる。

健康教育・食育指導を充実
させる。

「弁当の日」の実践や給食指導・食育を通して、
健康的な自立心を育成する。

毎日の給食や弁当の日を通して自分の健
康を考える機会がもてる　生徒評価９０％
以上

Ａ Ｂ

前期には、今年、給食委員会で朝採れのトウモロコシの皮むき体験やトウモロコシの苗を校
内に掲示し、「食」を身近に体感させる取組を行った。「弁当にまつわる作文」を夏休みの課
題にしたが、「弁当の日」は１１月からの取り組みなのでどうしても前期は子どもたちの関心
が薄い。

今年度は、１年生に「弁当の日」の前に外部講
師による調理実習を行う。

平和学習
東京大空襲の講話や社会科の授業を通して平
和教育を行う

平和について深く考える　生徒評価90％ Ａ Ｂ 夏休み前までは触れる機会がなかった。教科等横断的な学習計画が必要。
８月と３月に平和を考える講話を、文化祭で長
崎の被爆に関わる全体合唱を行う。

地域行事への積極参加
ボランティア活動等を通して地域の一員としての
自覚と自己肯定感を高める指導を行う。

地域行事等を通して培った地域への帰属
感　生徒、保護者８０％ Ｂ Ｃ Ｃ

学校行事として平日に全員が参加できるような機会ができると良い。土日の参加は人数が
揃わない。

学校行事として地域と関わることができるように
する。

講演会等外部人材を活用し
たキャリア教育の充実

生徒の生き方、在り方について考えるキャリア教
育を推進する

自分の生き方を考え、社会の中で生きて
いくための力が向上している　生徒、保護
者評価80％

Ａ Ｂ Ｂ 夏休み前までは触れる機会がなかった。教科等横断的な学習計画が必要。
１月の職場体験、進路についての講話等を企
画する。

学校ＨＰの内容を充実させる。生徒の変容に対
応し、各種通信等を適宜発行する。

学校からの便り・ＨＰ等から「学校の様子が
分かる」　保護者評価９０％ Ａ Ａ

生徒の様子をや予定を記載した学年便りを毎週発行し、クラスルームにもアップして生徒保
護者がいつでも閲覧しやすいようにしている。

行事以外の日常の様子もHPにアップできるよう
にする。

生徒・PTAと一体になって生徒数増に向けての
広報活動を行う。

生徒数が今年度を上まわる（＋１０人） Ａ
学校の情報を発信する。しかし部活動規模がデメリットとして、発信するほどに減る可能性
もある。

根気強く発信する。

シラバスは、学習の手引き・参考になった Ｃ Ｂ シラバスが認知されていない。役立つ様式を次年度に向けて考案する。
次年度発行のシラバスの効果的な活用につい
て検討する。

学校は、１人１人を大切にした教育が行
わっていると思う Ｂ

全校道徳、SDGｓボードゲームにおいて縦割り班を編成し、学年を超えて話し合いを行わ
せ、３年はファシリテーターとしての役割を担った。また縦割りにすることで他学年の多様性
に気づき、配慮しながら話し合いを進めることができた。
課題は同学年同士だとアサーティブなコミュニケーションができない場面があること。

３学年は道徳でアサーティブコミュニケーション
について学習し、効果を感じた。アサーティブコ
ミュニケーションを定着させる。

今年度の取り組み

江東区教育委員会の質問事項

学校の総合評価 南砂中学校に入学して良かったと思う

「自分が成長している」特別な支援を受け
ている生徒・保護者評価90％以上

４月当初の不登校生徒が一部でも学校教
育に接することができた

年度末に向けた
改善策成果

成果と課題

Ｂ

自己評価

Ｃ組と通常の学級の「交流及び共同学習」が進んだ。Ａ組・Ｂ組の生徒も暖かく受け入れる
態勢があり、生徒相互の成長につながっている。
校内委員会を週1回定例化し、情報交換を行っている。つばさ教室で行っている生徒との
関わり方を通常の授業に活かせるように共通認識をしている。

Ａ Ａ

生徒の特性や望ましい生徒との関わり
方を、学年便り等を通して生徒や保護
者に意識して還元していく。

取
組

Ａ
支援が必要な生徒との関わり方のツールとして、学校生活支援シート及び個別指導計画を
作成している。必要に応じて事例検討会も実施している。

数値目標

教科横断（コラボ）授業を実施。学習内容のつながりや新しい見方、考え方に生
徒は興味をもって主体的に取り組む様子が多く見られた。

学校は生徒の悩みや相談に対して親身に
対応している　生徒、保護者評価90％

全ての人が尊重され活躍する社会の重要
性を考え行動している　生徒評価90％

別室やＢＳへ
の登校につな
がっている

Ａ

Ｂ

１回限りの取り組みとせず教科の組み合わ
せも変えて実施する。教科横断的な取組及び主体的に学ぶ態度の育

成を図る授業をテーマに研修を行う。 Ａ Ａ

学校教育目標
○　考え方や学び方を身につけ、創造力に富む人
○　心身ともに健康で、自らを鍛える人
○　温かい人間愛で結ばれ、心の豊かな人

○主体的に学び行動できる生徒（主体性）　○他者を認め思いやりの心をもった生徒（多様性）　○地域社会に貢献できる生徒（連携性）

○研究と修養に励み、生徒の成長に向けた向上心をもち続ける教師
○生徒理解に努め、対話を大切に生徒を支援する教師　　　　　　　○柔らかな発想と積極的な実践ができる教師集団

○短期ＰＤＣＡサイクルを廻し早期改善を図る。
○Ｃ組・つばさ教室と連携した交流及び共同学習を推進させる。
○不登校支援に組織的に取り組む。
○学校・保護者・地域の三者一体となり生徒を育成し、地域に根ざした学校づくりを進める。

（３）持続可能な社会の作り手を育成する。
○ＳＤＧｓ達成のために、探究し行動し発信できる人材を育成する。

○生徒がいきいきとともに伸びる学校 　　○保護者や地域とともに子どもを育てる学校　　○教職員がともに成長する学校

（１）生徒の主体性を重視した教育活動
○主体的に学ぶ姿勢を育てる授業を展開する。
○生徒の個性や特性を重視した教育活動を展開する。
○縦割り活動や学校生活の向上に積極参加することで、自己肯定感や誇りをもたせる。

（２）地域の公立学校としての使命
○教育公務員としての服務を順守し、私費負担の軽減化を図る。

学校経営理念

豊かな心
健康な体
の育成

重点領域 取組項目 評価の視点 具体的な取組

生徒自治活動の向上

校内委員会での情報共有、個別の指導計画を
基に、合理的な支援及び指導を行う

本校の実態
に基づいた
家庭・地域と

連携

保護者・地域と
一体となった教
育活動の展開

探究心の向上

不登校への対応

特別な支援を要する生徒へ
の対応

活力ある学校
規模

健康的な生活
の確立

教育相談機能
の充実

特別支援教育
の推進

豊かな心の育
成

「多様性」の尊
重

人権・道徳教育の充実

学習意欲・
生きる力の

向上

生徒の「主体
性」の向上

学力及び学習習慣の向上

学校からの定期的な情報発
信、掲示版やホームページ
や公開の充実

交流及び共同学習


